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第 1 回 全 2 頁アメリカ経済を知る！

本連載では、アメリカ経済を見る上で重要な経済指標、政策、社会制度をご紹介することで、アメリ

カを身近に感じて頂けたら幸いです。グラフなどを用いてわかりやすくお伝えできるよう心がけます。 

１　アメリカ経済における雇用統計の重要性

アメリカのＧＤＰの約７割を個人消費が占めており、そのため個人消費の変動がアメリカ経済を左

右します。この個人消費に影響を与えるもっとも基本的かつ重要な要因が雇用環境です。働いている

人や給料が増えれば、あるいは雇用環境が改善するという見通しが強まれば、家計消費が増えること

になります。つまり、アメリカ経済を見るには雇用環境の把握が欠かせないことなのです。

失業率や雇用者数などを含む雇用統計は、原則として毎月第 1 金曜日に前月分のデータが発表され

ます。例えば、2013 年 8 月分のデータは、9 月の第 1 金曜日である 6 日に発表されました。ＧＤＰ

や個人消費は翌月の月末近くが発表日になっているのと比べて、雇用統計は速報性の高さに特徴があ

ると言えます。雇用統計の中でもっとも重要な非農業部門雇用者数は、ＧＤＰとほぼ連動しており、

発表日が早いためＧＤＰよりも早く経済の実態を捉えることができます（図表１）。

-10
-8
-6
-4
-2
0
2
4
6
8
10

2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014

-250
-200
-150
-100
-50
0
50
100
150

実質ＧＤＰ成長率（左軸）
非農業部門雇用者数（右軸）

）人万、差期前（）％、率年比期前（

（年）

図表１　実質ＧＤＰ成長率と非農業部門雇用者数

（出所）米商務省、米労働省、Haver Analyticsより大和総研作成

アメリカの金融政策を

占う上でも、雇用統計は

非常に重要です。アメリ

カの中央銀行であるＦＲ

Ｂ（連邦準備制度理事会）

の使命は、「物価の安定」

と「雇用の最大化」であ

ることが法律で定められ

ています。そのため、雇

用統計はアメリカの金融

政策の判断材料の一つと

なる重要な指標です。

http://www.dir.co.jp/
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２　雇用統計の基礎・見方	

雇用統計と一括りにされていますが、実は 2 つの異なる調査を合わせて一般的に雇用統計と呼ばれ

ています。1 つ目は企業側に調査を行う事業所調査、2 つ目は個人に調査を行う家計調査です。この

2 つの調査は調査方法も違えば、見るべきポイントも異なります。事業所調査は毎月 12 日を含む賃

金の支払い期間を基に調査を行い、家計調査は 12 日を含む週の個人の状況を基に調査を行います。

企業側に調査を行う事業所調査の代表的な指標は、非農業部門の雇用者数で、前月からの雇用者数

の増減を見て、雇用環境の状況を把握します。人数の増減を見るだけなのでわかりやすいのがポイン

トです。金融市場参加者も注目しており、結果次第で株価や為替などが大きく動くこともあります。

その他に労働時間や賃金などの調査も行われます。注意が必要な点として事後的にデータが修正され

ることが挙げられます。速報性を高めるために早い段階でデータを発表していますが、正確性を高め

るために、統計発表後も 2 ヵ月に亘って新たなデータを集め、過去分の修正が行われます。

個人に調査を行う家計調査で代表的な指標は失業率です。失業率は労働力人口に対する失業者の割

合を示すもので、非農業部門雇用者数とは異なる観点から雇用環境の詳細な状況を把握することがで

きます。一方で、失業率は様々な要因によって変動するので、失業率の低下が必ずしも労働市場の改

善を意味するわけではありません。他にも、失業期間や失業理由なども見るべきポイントとして挙げ

られるでしょう。また、年齢別や最終学歴別の雇用関連データなどもあり、労働市場の構造を把握す

ることにも用いられます。
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図表２　非農業部門雇用者数と失業率

（出所）米労働省、Haver Analyticsより大和総研作成

（以上）


